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令和５年度最低賃金額 全国平均で初の 1,000 円超え 

 

◆目安はＡランク 41 円、Ｂランク 40 円、Ｃランク 39 円 

 ７月 28 日、中央最低賃金審議会で令和５年度の地域別最低賃金額改定の目安の答申が取りま

とめられ、Ａランク 41 円、Ｂランク 40 円、Ｃランク 39 円に決定しました。引上げ額はこれま

でで最も大きく、全国平均で時給 1,002 円と、初めて 1,000 円を超えました。 

これを受けて全国の地方最低賃金審議会で議論が始まり、８月７日には東京都では 41 円引き

上げて 1,113 円、また秋田県では過去最高の上げ幅となる 44 円引き上げて 897 円とするよう答

申した、と報じられています。 

 

 

◆引上げ額の目安が 4.3％を基準として検討された理由 

 政府の方針や賃金、通常の事業の賃金支払能力、労働者の生計費を総合的に勘案して 4.3％が

基準とされましたが、目安の議論を行ってきた公益委員見解では、消費者物価の上昇が続いて

いることや、昨年 10 月から今年６月までの消費者物価指数の対前年同期比は 4.3％と、昨年

度の全国加重平均の最低賃金の引上げ率（3.3％）を上回る高い伸び率であったこともあり、特

に労働者の生計費を重視した目安額としたとされています。また、この目安額が中小企業・小

規模事業者の賃金支払能力の点で厳しいものであると言わざるを得ない、ともしています。 

 

 

◆厚生労働大臣が中小企業・小規模事業者に対する支援策に言及 

 中央最低賃金審議会の答申において要望のあった、業務改善助成金の対象事業場拡大等につ

いて、加藤厚生労働大臣は８月８日の記者会見において、できるだけ早期に行うよう検討を進

め、検討内容を踏まえて後日発表したいと表明しています。 

【厚生労働省「令和５年度地域別最低賃金額改定の目安について」】 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_34458.html 


